
気候変動への取り組み 生物多様性保全
日々の生活や企業活動は、自然資源に支えられており、その基盤である生物多様性が失われた場合には、人々の生活や企業の
持続可能性に大きな影響を及ぼします。
当社は、地域の生態系保全を重要課題と認識し、生物多様性に配慮した活動を推進しています。

当社グループは、気候変動などの事業におけるリスク対応を経営の最重要課題の一つであると認識しています。気候変動が広
島ガスグループの事業活動に与える影響と、それに対する取り組みについて、有価証券報告書やコーポレート・ガバナンス報告
書などで適切な情報開示を行うなど、サステナビリティ関連の社会動向をふまえた対応を行っていきます。

リスク管理規程に基づき想定されたリスクへの対応状況を、定期的に経営会議（議長：代表
取締役社長 社長執行役員）および取締役会（議長：代表取締役会長）へ上程しています。また、
中期経営計画（以下「中計」）の見直しは毎年行っており、年7回程度開催される中計委員会（委
員長：代表取締役社長 社長執行役員）においてリスク・対策について、議論しています。

バラスト水確認作業

導管工事 再生路盤材を使用した舗装工事

広島湾あさり保護活動

LNG船のバラスト水管理

LNG船のバラスト水※に含まれる水生生物が、従来生息しない海洋領域にまでバラ
スト水と一緒に運ばれ、LNGを積み込む港で船外に排出されることで、生態系に与える
影響が危惧されています。このため、バラスト水を管理し、確認する作業をLNG船運航会
社にて実施しています。

ガス導管工事における排出物削減

ガス導管の埋設工事で道路を掘り起こすと、土砂（掘削土）が
発生します。「浅層埋設」や「非開削工法」などの採用で掘削土量
の削減を行うとともに、埋め戻し用土砂（山砂）の投入を減らす
ため掘削土による直接埋め戻し、改良土・再生路盤材の利用
拡大などに取り組んでいます。これらにより掘削土の処分および
山砂などの採掘による生態系への影響を低減しています。

森林保全の推進

海の保全活動

地域のエネルギー事業者として、森林保全活動を通じたCO2の吸収・貯蔵、土砂災害などの防止や中山間地域の活性化に加え
て、生物多様性保全にも貢献できることから、重点を置いて活動しています。

「広島湾さとうみネットワーク」に参画しており、海の保全活動への参加などを通して、生物多様性保全に貢献しています。

※船を安定させるための重しとして、LNGの荷揚げ港で積み込まれる海水。

広島湾あさり

分類

施業開始

目的

土地所有

場所

2023年2月 2022年1月 2023年度 2020年11月 2019年11月

日高の森 竹原の森

広島ガス 広島ガス 林野庁 林野庁 広島県

北海道新ひだか町 竹原市仁賀町 神石高原町 神石高原町 広島市東区福田町

面積

現地の状況

約60ha 約10ha 約20ha 約9ha 約8ha

広島ガスの森神石高原の森
（石屋山）

神石高原の森
（星居山）

  ・立木の伐採および
    販売
  ・植樹

  ・立木の伐採および
    販売
  ・植樹

  ・国有林での分収造林
    事業
  ・植樹

  ・国有林での分収造林
    事業
  ・植樹

  ・憩いの場の提供
  ・イベント実施
  ・植樹

１ ガバナンス

気候変動の顕在化はガス事業を行う当社グループにとって大きなリスクになるものの、これ
まで進めてきたESG関連の取り組みを拡大することで、省エネ・省CO2に貢献する機会にもな
ります。
気候変動のリスクと機会は、事業活動そのもののリスクや機会であるため、その他のリスクと

ともに中計に組み込まれています。

戦略2

リスク管理規程に基づき、各部門における業務上想定される各種リスクおよび気候関連リス
クを適切に管理し、リスク管理統括部門においてリスクの一元的な管理を行っています。
経営に重要な影響を与える業務上および気候関連のリスクについては、年7回程度開催され

る中計委員会にて重要度や内容の過不足について議論しています。その中で、リスクの抽出・評
価および対応策の策定を行い、経営会議に年2回の付議および取締役会に年１回付議、年１回
報告しています。
また、ガス供給の安定性・安全性を阻害するような地震など（台風、洪水、高潮、津波、火災、
停電時などを含む）の大規模な自然災害によるリスクに対しては、「設備対策」「緊急対策」「復
旧対策」の3段階の対策に取り組んでいます。
一例として、地震に強いガス管の導入による被害の軽減、二次災害防止のための遠隔操作に

よるブロック停止、移動式ガス発生設備による臨時供給体制の構築などを行っています。
特に、保安レベルや現場力の向上といった観点では、あらかじめ保安に関する規程を定め、
毎年、大規模地震などを想定した訓練を実施しています。

リスク管理3

2020年10月30日に「広島ガスグループ このまち思い SDGs実行宣言～笑顔あふれる未来へ
のAction～」を策定し、「広島ガスグループ2030年ビジョン」達成につながる事業活動と、国連で
2030年までの目標として採択されたSDGsを共通の目標としてとらえ、これまでのCSR活動と世
界的な潮流であるESG経営・SDGsの取り組みを一本化して推進しています。
また、2021年11月に策定した「2050年カーボンニュートラルに向けた取り組み」を掲げて
おり、今後もこれまでの取り組みを一層加速させ、グループ一丸となってSDGsの達成、さらに
その先の2050年カーボンニュートラルの実現に向けて挑戦していきます。
目標について、「2050カーボンニュートラルに向けた取り組み」においてCO2排出削減貢献
量などの2030年度目標を公表しています。
目標の進捗管理については、法規制、重要度を勘案して管理指標（KPI）を設定し、目標に対
する実績、管理指標は、環境委員会、環境活動推進者会議などで確認のうえ、公表しています。
また、サプライチェーンのCO2排出量については、スコープ別に算出しており、「2050年カー
ボンニュートラルに向けた取り組み」における2030年目標に織り込み、諸活動を推進しています。

指標と目標4

【参照先】目標の進捗管理・・・　　　スコープ別算出・・・P28 P36

【参照先】環境マネジメント体制・・・ P27

●有価証券報告書は、
　以下のURLの14ページから19ページを参照。
https://www.hiroshima-gas.co.jp/com/ir/
upload_file/m005-m005_03/230623_169.pdf

●コーポレート・ガバナンス報告書は、
　以下のURLの16ページから25ページを参照。
https://www.hiroshima-gas.co.jp/com/ir/
upload_file/m005-m005_07/cg.pdf
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